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観光という言葉は［TouRIsM ］の翻訳である。観光は漢語であ り「光」は字 の形態からみて文字
どおり太陽の光 を表現していると思われる。中国の雄大な景色に太陽の光が天 より差し出る元 に国
の景色を見て観光と言ったので はなかろうか。後年国の光を見ると意味あいでその光を国の制度文
化を観る意味になった と解釈して良 かろうと思われる。我が国では観光という言葉は特に明治以降
に多 く用い られている。 それはむしろ観て視察して比較することが初期の段階であり第2 次大戦以
降観光旅行 と言う名のもとに楽しみのための物見遊山的 に用いられてきた。したがって現代的解釈
のなかで観光 という言葉は学ぶ、遊ぶ、楽しむといった、泊 まる、遊ぶ、食べる、 の中で全てを解
釈しがちであるが、21 世紀 を迎 える現今、観光 という意味内容はこうした意味におくのではなく時
代の変化の中で21 世紀を迎 えて新しい感覚の もとでとらえて、望 ましい観光地を含めて考える時代
となったといえる。 ここで視点を別の観点から考察して観光の光を文字どおり太陽エネルギーを元
にして考察するならば望 ましい観光ないし観光地形成を考える糸口を得ることになるであろう。つ
まり全ての森羅万象 は太陽エ ネルギーに還元出来るという物理法則 に従うとするならば、観光の現
象 も人間の意志を介在させて このエネルギーを用いていることになる。こうした視点からみた場合、
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観光商品形成 → 流通組織（旅行業が大きな役割を果たすが旅行業のみとはかぎらない）→ 消費
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地域の振興は観光のみではないが、地域振興を配慮したばあいの観光とは地域の総合的なホスピタ
リティーの形成であると言えよう。







安 全 欲 求一 一健康回復、レクリエーション、将来の健康維持（クワハウス、タラソセラピー、
健康維持のための医療施設を伴った観光地）
所 属 欲 求一 家族の親和、人間関係の絆をたかめる親睦、仲間意識の強化、社会的絆の確
認、個人的な血縁ルーツ、異国情緒にひたる、家族への愛情の証（レクリェー
ション施設を伴うリゾート施設、活動、参加型）
尊 敬 欲 求一 一達成感の確認（ステイタスの確認）自己の地位確認、自我の認識
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